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当水族館に設置したウオールケース(山

本・太田・田名瀬・荒賀.1996)を用い，標

本と解説を主体とした特集展示「刺胞動物J
を1995年6月から開始した。ウオールケース

の設置計画と並行し，所内の教官と水族館担

当技官によって，このケースを利用した展示

の方針と具体的な計画が練られ，海産無脊椎

動物の分類・系統をテーマとした展示を当面

は行なうという方針が打ち出された。そして

第 l回目として，すでに多種多様の標本が収

集・保管されている刺胞動物を網羅的に取り

扱うことにした。実施にあたっては，すべて

自家製作することとし，展示業者や印刷業者

への依頼は一切行なわなかった。

いわゆる「手作りjに負った，標本や映像

を用いた展示は，どの水族館でも多少なりと

も行なわれているものと思われるが，それ

らを詳細に記録した報告は多くはない(吉田，

1962 :田中.1962:鳥海・伊藤.1975:鈴木，

1992など)。今日，パソコンとその周辺機器な

らびにソフトの目覚ましい発達の思恵を受

け，解説パネルやラベルの自家製作に関して

は，ほとんど手書きに負っていた時代を終え

て，誰もが見やすく読みやすいものを作成す

ることが可能になった。

本稿は，展示内容としては斬新なものでは

ないが.自家製作の利点を生かした，標本・

写真およびパネル・ラベルに関する展示例の

1つとしてまとめたものである。

1. 展示目的

現生の刺胞動物の高次分類群(亜綱以上)

における形態学的ならびに生活史などの生態

学的特徴を解説することによって，この動物

門の全体像を把握させ，加えでほぼすべての

目に属する標本あるいは写真を提示すること

によって，そのまとまりと広がりの両面を理

解させることを狙いとする。ここでは対象と

して，臨海実習受講学生をおもに想定したが，

中学生でも概略的に理解できるような配慮を

行なうこととした。また，展示水槽で飼育・

実験している生きた資料(表l参照)を併せ

ることによって，刺胞動物の具体的なイメー

ジ形成に寄与することが期待できる。

2. 展示内容

展示の概観(図 1) と各部の状況(図2

~図6)を写真で示す。

1) 標本と写真

基本的に，現生のすべての自につき少なく

とも 1種の標本を陳列することを目標にし

た。しかし，少数の目で未だ入手できていな

い。その中で，とくに小型のものは写真で代

用した。表lに，陳列した標本 (45種)と写

真 (7種)を分類群ごとに示した。ほとんど

の標本は白浜近海から得られたもので，液浸

標本が多くを占める。これらには.1930~1950

年代に作られた古いものが多く，比較的新し
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表I 特集展示「刺胞動物jの展示標本と写真(枚数)
場水槽で飼育展示している目

鯛 E軍綱 目 顧

花虫綱 八放サンゴ亜綱ウミヅタ自 クダサンゴ

ウミトサカ目事 オオノてナイチゴ.エナガウミテングタヶ， ?マデトゲ トサカ， クリ トゲトサカ

クシパネトゲウミエラ

アオサンゴ

ウミエラ目

アオサンゴ目

ヤギ目・

腸軸目

モモイロサンゴ，イソパナ.ハナヤギ，ガンゼキヤギ，ミゾヤギ属の l種

ノシヤギ

六童生サンゴ亜鋼 、Yノサンゴ目$ ウミカラマツ

ハナギンチャク目$ ヒメハナギンチャク

スナギンチャク目$ ヤツマタスナギンチャク.イワスナギンチャク属の l額.マメスナギンチャク属の l種
イソギンチャク目$ ニンジンイソギンチャク.ウスアカイ ソギンチャク

ホネナシサンゴ目$ マメホネナシサンゴ

イシサンゴ目$ ハナヤサイサンゴ，キクメイシ.アシナガサンゴ

鉢虫綱 冠クラゲ目* イラモ

旗ロクラゲ国本 アマクサクラゲ， 7カクラゲ，ユウレイ クラゲ.ミズクラゲのエフイラ
様ロクラゲ目 エピクラゲ.イボクラゲ(写真3)

箱虫網 立方クラゲ目 アンドンクラゲ.ネッタイアンドンクラゲ科の1積(写真1)

ヒドロ虫綱 花クラゲ目* ハネウミヒドラ(写真2)，ヤマトサルシアクラゲ(写真2)，オウギウミヒドラ，カミクラゲ

軟クラゲ日本 カイヤドリヒドラクラゲ(写真3)，ヤクチクラゲ{写真2)，ウミヒノキ，クロガヤ，ツツガヤ

援水クラゲ目 マミズクラゲ，ハナガサクラゲ

アナサンゴモドキ目 ヤツデアナサンゴモドキ

サンゴモドキ固 サンゴモドキ.ストロベリーサンゴ

管クラゲ目 ナガヨウラククラゲ，カツオノエポシ

盤クラゲ自 カツオノカンムリ，ギンカクラゲ(楓本と写真1)

い標本も含めて標本瓶・保存液(ホルマリン

とアルコール)・添付ラベルをすべて更新し

た。展示標本の中には，内海(1954)が写真

で紹介した，ポリプがよく伸びた状態で固定

されたハナヤギや，約100年振りに再発見さ

れて， Utinomi & Harada (1973)が再記載し，
新目を提唱したノシヤギ PseudogoなM

godeffroyi Kolliker， 1870などの貴重な標本

も含まれている。一方，クダサンゴの骨格標

本のようにスーパーマーケットの熱帯魚コー

ナーで購入したものもある。イシサンゴ目や

ヤギ目等の骨格標本で小型のものは，見やす

くするために黒色の塩化ビニール板にくくり

つけて展示した(図2)。また，一部の小型の

標本や群体を輪切りにした標本などは手前に

配置して，スタンド付きルーペ(3倍)を置き，

拡大して見られるようにした(図 3)。写真は，

4つ切りサイズのカラー写真をトリミング

し，形態的特徴がわかるように各部位の名称

も示した(図 4)。

2) パネルとラベル

自作のパネル・ラベルを作成するにあたっ

ては，パソコン(MacintoshQuadra 840 A V) 

とカラーコピー機兼プリンター兼スキャナー

(Canon Pixel Jet)で， DTPソフト (Aldus

Page Maker 4.0 J)と画像処理ソフト (Adobe

Photoshop 2.5 J)を利用した。プリンターの

最大用紙がA4であるため， A1~A3 のパネ

ノレを作成するときにはタイル印刷をして貼り

合わせた。パネル・ラベルとも，発泡スチロー

ル製のディスプレーボード(6mm厚，表面に

糊付け加工済み)に貼り付けた。パネルは壁

面にピンで止め(図5参照)，個々の標本や写

真を説明するラベル(以下，種ラベルと呼ぶ)

は， 裏に支持板を取り付けて資料のそばに立

てかけるか(図 3)，そのまま壁にピン止めし

たり(図4)，資料保持用の塩化ビニール板に

両面テープで貼り付けた(図 2)。

パネルについては，本特集展示のタイトル

パネノレl枚(21cmX85 cm)，分類表のパネル

l枚 (A2)，門の解説パネル1枚 (A1)，綱の

解説パネル4枚(A2)，亜網の解説ノ守ネル2枚
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図1 特集展示「刺胞動物」の概観

図2 黒色塩化ビニール板にナイロンテグスで

くくりつけたアシナガサンゴの骨格標本

と種ラベル

(A3)の計9枚を掲示した。種ラベルについ

図3 スタンド付きルーペの設置状況

図4 写真パネル

ては， 5.9 cm x 10.5 cm (A4用紙から 10枚取

れる)のもの49枚と，やや詳しく解説した

A5とA4のもの各l枚を掲示した。

分類群の解説ノfネノレ(図 5)は，分類群名(亜

綱以上)・解説文・図から成る。解説文は，簡

潔文と詳細文の二段階に分けて説明する方法
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図5 解説パネル

を採った。簡潔文では中学生でも理解しやす

いように，その分類群の基本的な特徴を，で

す・ます調を使った平易な文で解説し，青や

えんじ色の背景地に白字を配してメリハリを

つけた。一方，詳細文では，実習生向けに，

さらに詳しい情報を，である調・体言止めを

使った文で解説し，こちらは黒文字を用いた。

どちらの解説文にも，重要語句には太字で赤

や黄色の目立つ色文字を用い，専門用語の漢

字にはJレピを振った。文字数については，簡

潔文では 40~160 字(門のパネルでは，簡潔

な説明の後に諸特徴を箇条書きで加えたた

め，とくに多くなり， 450字)，詳細文では220

""340字となった。文字の種類はすべてゴ

シック体とし，文字の大きさは，分類群ごと

のパネルで統ーをとって，簡潔文で 30~40 ポ

イント，詳細文で 25~30 ポイントとした。

種ラベルには，和名・学名・所属分類群名

(目と科)・生息場所・分布を記載した(図 2)。

これらの情報は，当水族館の水槽用に使って

いる種ラベルから，写真だりを除いたものと

同じである。

3.考察

この展示に伴なう問題点について以下に検

討する。

1) クラゲ標本の保存液の改良について

通常の保存液である 5%ホルマリン海水に
クラゲを入れただけでは底に沈み，外形がよ

く判らなくなるので，今回は，クラゲを中層

に浮かべ，触手がよく伸びた状態が観察でき

るような保存液の作成を試みた。当水族館で

以前に展示していた標本では，クラゲの胃腔

の中に挿入した小さな木片から傘を貫いて糸

を出し，その端を瓶のふたにくくりつけて，

上から吊していた。しかし，この方法では，

組織の一部を破壊するし，小さな標本には使

えない。そこで保存液の塩分濃度を高めるこ

とでクラゲ自身の浮力を得させるために，飽

和食塩水を保存液に徐々に注入してみたとこ

ろ，中層に浮かんだ好ましい標本が得られた

(図 6)。そこで展示予定のクラゲ標本にこの
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図6 保存液に飽和食塩水を注入して浮力を

得たアンドンクラゲの標本

処理を施したところ，種類や大きさにかかわ

らず，いずれも良い結果が得られた。この時

点では，浮遊生物の展示に簡便で有効な方法

を考案したと思われたが，展示後しばらくし

てから徐々に沈み始め，数ヵ月を経た頃には

ほとんどの標本が底につくような状態となっ

た。この理由は，固定されたクラゲの組織と

いえども，濃い食塩水が浸透して浮力がなく

なってゆくものと推察される。今後，寒天粉

末を用いた方法 (VanImpe， 1992)で改良す

る予定である。

2) 自家製作について

このようなケースを用いた展示の準備を，

すべて自家製作で賄うと，当然，かなりの労

力と時聞を要するうえに，展示の仕上がり具

合においては，業者に依頼した場合と比較し

て，とくにパネル・ラベルで顕著な差が出て

しまいがちであった。しかし，最近では，こ

れらに関しては，パソコンとその周辺機器や

ソフトの発達のおかげで，速やかに，また

けっして見劣りしないものを製作できるよう

になったと思われる。そのうえ，このような

自家製作の最大の利点として，経済的である

ことのほかに，解説に関する情報をすべて

ディスクに保存できるため，いつでも修正し

ながら改良を加え，内容的によいものを持続

的に追求できることが挙げられるだろう。

3) 課題

本展示を開始して約l年になるが，展示物

の維持・管理上，さしたる問題は起きていな

い。今後は，学生や一般の来館者などへの聞

き取りやアンケート.動態調査などを通して

評価を行ない，また所外の専門家の意見も参

考にしながら，次の新しい展示へのステップ

として，自家製作の利点を生かしつつ改良し

ていくことを課題として考えている。
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